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《趣旨》

社会科の創設以来，わが国の地理教育は，度々

困難な局面にたたされてきた。

特に近年は高校における「現代社会」の実施と，

これにともなう「地理」の選択化をはじめ，中学

校社会科における分野制廃止論の登場など，わが

国の地理教育は現在重大な岐路に立たされてい

る。こうした厳しい状況であるにもかかわらず，

大学，高校，中学，小学とそれぞれが，それぞれ

の地理教育の実'情，立場などを十二分に理解し得

《研究報告》

ていない状況があり，それを打破するため，それ

ぞれが共通の場で考え議論できるものとして，地

理の基本でもある校外観察，巡検の指導を，各段

階でどう捕え展開したかを通し，地理教育のかか

えている問題を検討しようとするのが，本シンポ

ジウムのねらいである。

小学校はこのシーズン，運動会で出席いただけ

ず,「札幌市の小学校における現地学習の実態調査

について」と題して市教研協議会の紺野忠一郎君

からのリポートによる参加があった。

（高平順夫）

中学・高校における巡検学習の実施について

山内正明（藤女子中学校・高等学校）

本校は中学・高校における６ヵ年一貫教育につ

いてもその一貫‘性や系統‘性を重視しながら，巡検

学習を柱にした有効な学習方法の研究を進めてき

た。

本校では中学１年，２年で地理的分野と歴史的

分野を並行して履習するいわゆる冗型を実施し

ている。また高校では，昭和５５年以降現代社会の

必須化に伴い地理は選択教科へと後退してしまっ

た。現在は高校１年で現代社会(昭和６１年度より

政治経済・倫理によって代替）を必須履習し，高

中 学校

実施学年 1年（252名）

フィールド 平岸周辺（図ｌ）

所要時間 5校時分（８：４０～１４：００)（５／20時）

指導体 制 １クラス50名を２名の地理教師が引率指導する。

巡検方法 地下鉄利用と徒歩による巡検

|単 九ｺ 身近な地域

校２年で文系と理系にコース分けを行ない，地理

はそのうち文系コース選択者への必須選択教科と

している。

巡検学習は中学１年と高校２年の地理選択者

（文系コース選択者）を対象に，それぞれの学習

の導入として平岸周辺の徒歩巡検と，市内のバス

巡検を実施している。

表は巡検学習の実施概要，指導項目，指導観点

などとそのコースを示したものである。

高等学校

2年地理選択者（165／227名・７３％）

札幌市内（図２）

4校時分（８：４０～１２：１０)（４／12時）

バス１台約40名を地理教師１名が引率指導する。

貸切りバスによる巡検

地形環境村落と都市
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具体的な

折導項目

巡検学習

のねらい

中学・高校

に共通した

指導観点

大縮尺地図地形図の読図学習方位縮尺等高線地

図記号など

札幌の地誌学 習小地形（扇状地河岸段丘自然堤防

火山性台地など）と人々のくらし

考古学遺跡とアイヌ民族の歴史開拓使による本府建設お

よび屯田兵自由移民（強制）移民アメリカ人技師など

による開拓北海道の中の札幌（札幌の中心性）都市へ

の人口集中と都市の変化都市問題と都市計画

地理学習への導入動機づけ（地理的事象への興味関心を

引出す）

より直接的な体験の重視（歩くこと五感による教育）

観察の基本的方法を習得させる（個体観察関係観察比

較観察機能観察分布観察領域観察）自分の位置を地

図で確認できる。

地図に表現されてきることを実景観と比較できる。

自然と人間社会のかかわりについて考察する。

地域社会の変容に目を向ける｡(動態的な地域認識）

生徒の日常的経験から考察できるよう配慮する。

一札幌をフィールドとした都市地理一

都市発達史都市機能と地域構造（機能分化にともなう地

域分化）都市問題と都市計画

小 地 形 （ 扇 状 地 自 然 堤 防 砂 丘 後 背 湿 地 河 岸 段 丘

デルタなど）土地利用

地理学習への導入動機づけ（地理的事象への興味関心を

引出す普段見過ごしてしまいそうな地理的事象にも気付

かける。せ

札幌都市機能や地域構造を車窓景観から考察できる自らの

生活体験から問題意識をもって観察できる。

札幌は様々な地理的事象を生徒が直接体験できる最適の教材ではあるが、地理学習をそこから同心円的に拡大していく

ものではなく、札幌をあくまで１つの窓口として地理学習を展開する。

札幌の郷土誌的学習に止まらず、夫々の地域がかかえている問題点や課題を積極的に取上げる。

地域の多様性を認識する。(運命共同体的郷土感の否定）

札幌市中学校における地理巡検の現状と動向

飯塚崇教（札幌市立新川西中学校）

１．はじめに

昭和６１年度に地理巡検を実施している中学校

は，全市８５校のうち１０数校程度という現状であ

る。身近な地域の学習（地理巡検も含めて）への

取り組みが，札幌市内の中学校では必ずしも意欲

的でないという現状にある。また，地理巡検が実

施されていない場合（途中でとりやめになった学

校も含めて）の問題点として，次のようなことが

あげられる。

（１）各教科の実習費増加の傾向にあるので，そ

れ以上社会科として，地図・しおり・バス代

等で費用がかさむのは問題である。

（２）校内指導体制に問題がある。（事前指導，引

卒体制，準備にかかわる労力等を嫌う）

その他，さまざまな内外からの諸要因があ

り，社会科担当教師の今後の意欲的な取り組

みと，学校の協力体制が望まれるところであ

る。

２．実施後の地理巡検資料を考える

地理巡検を実施している学校は少ないが，その

実施内容には学校独自の特性を生かしたものが多

く，それらを類別すると，およそ次の３つのタイ

プに分けることができる。

（１）河川に沿ってルートを取り，その周辺地域

で特色のあるものを重点的に調査する。(幹線

道路沿いに進む方法などもある）

………西野中学校

（２）事前学習の中で，地域の題材を選び，作業

をさせながら地図の利用のしかたを充分に学

習させ，校区周辺を詳細に歩いて調査する。

………東月寒中学校

（３）札幌市全体の中で，特色ある地区を重点的

に選び，バスを利用して調査する。

………伏見中学校

３．地域素材を選ぶ

身近な地域を学習するためには，まず指導にあ
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月輪中学校の校下を見つめよう

４．地域の地図をつくる

地理巡検は，地理的分野の学習に対する興味・

関心をもたせるため，導入として位置づけられて

いる場合が多い。中学１，２年の発達段階では，

高度な調査･分析能力を求めることが困難なので，

「地図学習が楽しくできる方法」を生徒にしっか

り身につけさせるための到達目標が設定され，地

理巡検が実施されるのでなければならない。地域

（１０ｋｇ入）を持ち帰り，生徒に直接見せている。

このような事前準備により，生徒が生きた地域の

学習を授業の中で体験できるようにしている。

－３８－

京都市月輪中学校の地域図
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たり教師側が適切かつ新鮮な素材を選択し，自ら

研究する姿勢が重要である。また，小学校等で編

さんしている郷土誌を，中学校でも参考にしてい

きたい。地域を調査する学習は，地理巡検だけで

はないが，その事例を札幌市立清田中学校の場合

にみよう。題材は「生活環境と資源の問題」とい

う公民的分野の内容で，札幌市の下水の汚泥処理

とその再利用という素材を用いて授業を展開し

た。その素材を授業で生かすために，授業者は市

役所などをまわって聞き取り調査を行い，パンフ

レット類を収集，調査分析している。また，下水

処理場から直接に汚泥を再利用したコンポスト
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（学校区程度の範囲）の地図を自分たちでつくる

ことを目標とした,京都市月輪中学校の実践例(図

示）はその意味で大変参考になろう。

５．まとめ

今後の地理巡検（地域学習）に対する課題は次

の通りである。

○地理巡検実施上の問題点を，教科や学校の指導

協力体制の改善によって克服する。

○地域の規模を校区程度に限定し，札幌市全域ま

で広げない配慮をする。

○地域から，新鮮な素材を発見できるような観察

眼を養う。

以上，京都市月輪中学校や札幌市立東月寒中学

校の実践例が，中学校の地域学習の方法として，

一つの指標としながら生かしていきたい。

平岸高校における野外学習の実践

浜本武司（札幌平岸高校）

本校では従来から行なわれてきた宿泊研修や見

学旅行の学校行事の機会を利用し，社会科の野外

学習を実施してきた。さらに，１年生の「現代社

会」でバス巡検をおこない，少しでも地域に対す

る興味関心及び問題意識をもたせ，さらに社会的

なものの見方，考え方を身につけさせるよう努力

してきた。本校の社会科野外学習を「現代社会」

と関連させ構造化すると次の図のようになる。

宿泊研修（６月中旬）

･小樽、余市の地域'性

･ニセコ、倶知安の入植史

･火山地形と河岸段丘

･植物生態系と自然環境

･農作物の栽培風景

･地形と土地利用

見学旅行（３月末～４月上旬）

･京都市街地の拡大と地形

･京都の街並の特色

･京都の歴史

･仏像と仏教史

･武家造りと書院造り

現代社会（野外学習の関連分野）

･現代と人間

･現代と職場・人間の環境

･都市化と過疎化・水資源

･環境問題と環境保全

↓

･現代の経済社会

･都市問題・農業問題

･生産の拡大と現代の企業

･人間の尊重と公害の防止

↓

・日本の文化

･文化と風土

･伝統文化の特色

・衣、食、住の文化

↓

･現代に生きる倫理

･生活の中の宗教

・日本人と宗教

･東洋の美

社会科バス巡検（７月中旬）

･札幌の自然環境

･札幌の水資源

･湿地帯、山腹斜面と水害

･藻岩山の観光開発

･都市化と住宅化

･エドウインダンと酪農史

･山鼻屯田の歩みと街並

･地下鉄の拡がりと都市化

･天神山と相馬神社

・ビールエ場と働く人々

野外の学習においては，教師が生徒を引きつれ

て一方的に説明するという従来のパターンをや

め，事前学習にできるだけ時間をかけて生徒の興

味づけをおこない，さらに現地では説明内容を精

選して生徒が自主的に活動できる場面も設けてみ

た。
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三つの野外学習を実施するにあたり，指導上の

留意点をまとめると次のようになる。

．できるだけ内容を精選し,学習目標をはっ

きりしたものにする。

・事前学習には作業学習をなるべく取り入

れながら予備知識を与える。

・現地では社会事象を確認させ，さらに社

会現象の法則性も理解させるようにす

る。

科学の進歩により過多の情報が目や耳に入り世

界は急に狭くなった。生徒達はこれからの社会生

活でこれらの情報を自分で精選し正しく判断しな

ければならない。いろいろな学習活動をとおして

社会事象を正しく見る目を育てていきたいもので

ある。

地理実習と地 図 学 習

１．はじめに

身近にあり一見何でもないことでも，丁寧に観

察し地図化すれば，新しい事実が色々分かってく

るものである。このような地図化の意義とプロセ

スを生徒に教えることは，地理教育の基本的役割

の一つである。以下に紹介するストリート・マッ

ピングの事例は，小・中学校教員養成課程の学生

を対象とした，そのような試みの一つである。

２．路上観察・記録（mapping）

まず大学構内で道を観察させ，それについて説

明させる。意外かも知れないが，当初学生は「そ

れは道である」ということ以外，ほとんど何も言

えない。彼らの眼前にあるのは大学構内の道であ

り，公道と著しく異なる役割･特質を持っている。

そこには，大学にふさわしい環境を保つため，並

木や屑篭，種々の交通規制の為の標識や路上障害

物などが配されている。これらは道を丁寧に観察

すればわかるはずである。しかし，事物を眺める

こととそれを認識することとは別であり，道のよ

うに身近な存在であっても，きちんと観察しなけ

れば，簡単な説明すらおぼつかない。

観察力をつけさせるには，テレビカメラを持た

せて道のレポートをさせるのも一法である。道の

形状は勿論，その他気の付いたことは何でも（無

理矢理／）喋らせる。言葉で表現することにより，

初め見えなかった様々なものが見えてくるし，道

についての断片的であいまいな知識が，より系統

的で鮮明な認識に変化していく。また，対象を自

氷見山幸夫（北海道教育大学旭川分校）

ら選択し，遠近調節をしながら写すことにより，

観察のスケールにも関心が向けられる。

大学から一歩外に出れば，構内以上に多彩な道

の態様が見られる。歩車道分離されたものもあれ

ば未分離のものもあるし，きちんと舗装されたも

のもあればでこぼこのジャリ道もある。路上には

バス停もあれば信号機もある。電柱の脇に置かれ

た一枚の立て札が，周囲の路上空間に，ゴミ置き

場という特別の意味を付与していたりする。道路

空間は実に多様な意味・役割をもっているのであ

る。学生は，道を注意深く比較観察することを通

して，初めてこれに気付く。更に，どうしてあの

道は舗装してあるのにこの道は舗装してないの

か，街路樹の配列には何か規則‘性があるのか，な

どと考えるようになる。

道についてある程度わかってきたら，次に調査

項目，表記方法，道の定義，分類などを考えさせ

る。道路景観，路上設置物，道路沿いの土地・建

物の利用や出入り口の位置などにも注意を向けさ

せる。その上で指定地域の調査を行わせ，’千分

の１の白地図に観察結果を記録させる。

３．地図作成と読図(map-making,map-reading）

Mappingの結果を整理させ,奇麗な地図に仕上

げさせる。良い地図の要件は，まず正確で且つ見

易いこと，それにスケールに見合った量の‘情報が

盛られていることである。また，諸事象がいかな

る分布パターンを示し，いかなる位置関係にある

か，何故そうなのか，といったことを考えさせる
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